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研究成果の概要（和文）：中国湖南省藍山県を初め、タイやベトナムのヤオ族の伝承する儀礼の調査を実施し、儀礼の
実践および儀礼で使用される文献（経典・漢字文書）の対応を明確に記録し、ヤオ族の儀礼知識の総体を立体的に把握
する取り組みを行なった。その結果遠く離れる湖南とタイやベトナムのヤオ族が継承する儀礼知識が相当程度相同であ
ることがわかってきた。
研究成果は順次ヤオ族文化研究所ウェブサイト上、出版物（『瑶族文化研究所通訊』1～5号、『歴民調査報告』12・14
・17集）等で公開を進め、国際シンポジウムを中国長沙で開催し、日本民俗学会第64回大会でグループ発表を行ない、
複数の国際学会に招聘を受けるなど研究交流の成果をあげた。

研究成果の概要（英文）：Field trips were made to Yao communities in Thailand and Vietnam, as well as 
mainland China (Langshan, Hunan), in order to make precise records of their ritual practices and the 
ritual documents correlated to each phase of these practices. It has been revealed from our findings that 
the three groups of the Yao, now far apart from one another, share a transmitted system of ritual 
knowledge and still conduct parallel ritual practices in Southeast Asia and China. These findings have 
been made available on our website and through publications (Institute for the Study of Yao Culture News 
Letter, no.1-5; Kanagawa University Rekimin Research Report, vol. 12, 14, 17). Research members also 
conferred with other specialists on the issues of Yao ritual tradition at an international symposium at 
Changsha and a panel in the 64th Annual Meeting of the Folklore Society of Japan, and were invited to 
contribute their research results to international conferences.

研究分野： 祭祀儀礼（東アジア）
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
研究計画最終年度前年度応募を行なう「ヤ

オ族の儀礼と儀礼文献の総合的研究」（基盤
研究（B）海外学術調査 20401013）では中国
湖南省藍山県に居住するヤオ族（ユーミエ
ン）に伝承される最大規模の通過儀礼の度戒
儀礼全行程（15 日間）にわたって読誦される
経典（50 冊）及び作成・使用される文書（数
百件）の収集記録を行ない、同時に儀礼内容
との対応関係を明確に記録した上分析を進
め、研究成果を発表した。 
研究を進める中でヤオ族の儀礼全体にお

いて度戒儀礼をどう位置付けるかという問
題が浮上してきた。それ故、まず膨大なヤオ
族の儀礼知識の総体を明らかにすることが
不可欠となった。 
 
２．研究の目的 
本研究ではヤオ族が日常行なっている儀

礼（治病儀礼・葬送儀礼・婚姻儀礼・建築に
関する儀礼・年中行事等）の実践と使用され
る儀礼文献（経典・文書）及び言説について
明らかにすることを課題とする。 
儀礼の実践及び儀礼で使用される文献の

両面から、ヤオ族の儀礼知識の全容を把握し、
儀礼間の関係、儀礼の構成要素の異同を明確
にすることで度戒儀礼の体系的な位置付け
を行ないたい。特に中規模の通過儀礼の還愿
儀礼との関係を明らかにする必要がある。度
戒儀礼と他の儀礼の類型を重ね合わせるこ
とでその豊富な儀礼知識が日々行なわれる
儀礼生活の中でどのように伝承されている
かの詳細についても探求を進める。 
さらにヤオ族の文献を収集している国内

外の諸機関（バイエルン州立図書館・ボード
リアン図書館・米国議会図書館・南山大学人
類学博物館）で資料の閲覧収集を進め、複数
の異本と対校することで藍山県の文献の個
性と普遍性を明確にする。諸機関との連携関
係を確立し、ヤオ族文化研究所をヤオ族の儀
礼文献の保存・活用・継承に資する研究拠点
とし、国際的な研究ネットワークの構築を図
る。 
南山大学収蔵の白鳥調査団が収集した文

献を調査した結果、文献的儀礼知識が相当程
度相同であることが確かめられたタイのヤ
オ族の儀礼調査を併せて行なうことで、儀礼
的背景を確認する。ヤオ族の儀礼全体の地域
間比較を行ない、儀礼における不易と変差の
両側面を明らかにすることも課題である。 
 
３．研究の方法 
本研究では、ヤオ族儀礼の総合的調査研究

を行なった。儀礼では大量の儀礼文献が使用
されるが、儀礼過程の復元及び儀礼内容の分
析と合わせ文献の解読分析、翻訳作業が必要
となる。収集資料及び分析研究成果はすべて
データベースとして公開する予定であるの
で（http://www.yaoken.org/）、文献及び画像
資料のデータ化も進めた。また、ヤオ族の儀

礼文献を収蔵する他機関において閲覧を行
ない、比較分析の材料とするばかりでなく、
国際的な研究ネットワークの構築を図った。
中国以外のタイやベトナムに居住するヤオ
族の調査を行ない、儀礼内容や文献資料に関
して比較研究も行なった。国際シンポジウム
を調査地（湖南省長沙市）で開催することで、
ヤオ族の伝承する極めて豊かな儀礼知識が
人類文化遺産でもあることを地元の方々に
認知を広げ、今後の活用及び保存継承に寄与
することに繫げた。 
 
４．研究成果 
中国湖南省藍山県に居住するミエン・ヤオ

族に伝承される通過儀礼で読誦される経典
及び作成・使用される文書の写真撮影を行な
い、儀礼内容との対応関係を明確に記録した
上分析を進め、研究成果を発表した。これま
で神奈川大学プロジェクト研究所ヤオ族文
化研究所を拠点とする儀礼調査で収集した
資料（文献及び映像資料）と研究成果につい
て順次ウェブサイト上、出版物（『瑶族文化
研究所通訊』第 1～5 号、『歴民調査報告』第
12・14・17 集、新文豊出版公司『道教儀式
叢書』から 2 冊刊行予定）等で公開を進め、
国際シンポジウムを 2009・2012 年（中国長
沙）2010 年（神奈川、東京）で開催し、さ
らに国際学会「地方道教儀礼実地調査比較研
究」2011 年（香港大学）「第一回東亜宗教文
化国際学術研討会―東亜宗教的伝統性与現
代性―」2014 年（華東師範大学）にも招聘
を受けるなど研究交流の成果をあげてきた。 
成果 1 儀礼に関しては、藍山県のミエ

ン・ヤオ族が日常的に実施する治病儀礼、葬
送儀礼、年中行事に関する調査を実施し、ヤ
オ族の儀礼全体の把握に努めた。その結果規
模の違う儀礼（度戒、還家愿、葬送）間の、
骨格となる構造が明確となった。中国以外の
タイ北部、ベトナム北部に居住するヤオ族の
儀礼調査も実施し、同等儀礼における中国と
タイの不易と変差の解明も進んだ。道教儀礼
からの検討により授ろく制度の果たす作用
等の面で同質性がある反面、穀霊信仰の存在
や始祖神盤王との祭祀契約が儀礼に通底し
ている等民族性も認められた。 
成果 2 儀礼文献に関しては実態の把握に

よって賞光書・伝度書・請聖書・意者書・歌
堂書・超度書・暦書のジャンルに分類できる
ことが判明し、他地域の異本との比較対照を
進める条件が整った。中国国内（藍山県、江
華県、資興市、大瑤山瑶族自治県、賀県、乳
源県）を初め、タイ及びベトナム調査で閲覧
撮影した文献及びヤオ族の文献を収蔵する
諸機関（バイエルン州立図書館、ボードリア
ン図書館、米国議会図書館、南山大学人類学
博物館）での閲覧を通じて得た多量の文献の
対校作業を進めている。儀礼文献の内容は、
漢族の生み出した道教文献の影響を強く受
けながらもヤオ族独自の体系を作り上げて
おり、単純に道教文献を基準にできない民間



宗教的な複雑な内容の文献を含んでおり、い
わゆる法教文献の伝統と密接に関係してい
ることが明確になった。神への上奏文の文書
の解読も進め、上奏文作成法式についても実
際的な理解に到達できた。異なる地域の関連
する文字資料理解の前提となる、資料状況の
特性に即した研究方法を確立できたと考え
ている。 

成果 3 養子の受け入れ実態や家先単等の
分析から系譜的関係に基づく出自集団を形
成せず〈家〉単位で分散移住してきたユーミ
エンの〈家〉を基軸とした社会文化的適応の
一端が解明された。 

成果 4 ミエン語基礎語彙 2000 語の収録
を行ない、経文読誦の音声解釈への道筋を付
けた。 

成果 5 種々な儀礼で読誦される定型の経
文は、七言上下句が対をなし四句をまとまり
とし構成され、日常使用されるミエン語や漢
語とは異なる音訓が付され、経文によって異
なるリズムと旋律をそなえた曲節を付けて
発声される。定型経文の内容は、ミエン・ヤ
オ族のアイデンティティーの根幹をなす神
話や歴史叙事、儀礼の執行内容や祭司として
守るべき教訓、口承の記録等多岐にわたるが、
単なる道教からの借用ではないヤオ族独自
の信仰知識や伝統的概念が凝縮され、対句や
反復や多義の比喩表現が用いられる。儀礼の
実践では経文を文面通り読誦するだけでは
なく、口承と書承部分を混在させたり、掛け
合い問答形式で進める等極めて難解な法則
が存在する。男性祭司と女性歌手とでは同時
進行でも経文や歌唱法が異なる。今まで十分
になされてこなかったこの定型経文の解読
と儀礼における読誦歌唱システムの解析を
進めるにあたり必要な基礎研究ができた。 

成果 6 中国・タイ・ベトナムで実施され
た儀礼において祭壇に掛けられる神画につ
いて詳細な読み取りを進めた上、儀礼におい
ての使用の実践及び文献にある神画に描か
れる神々に関する記述からの総合的な分析
を行ない、神画のもつ意義について解明を進
めた。 

成果 7 収集した文献、写真及び映像資料
のデータ化を進め、詳細な儀礼程序と儀礼文
献・文書を組み合わせる形で大量な儀礼知識
の全容についてデータベース化及び電子媒
体や出版の形で公開を図ることで、中国を初
めとし、タイ・ベトナム・ラオス・米国など
世界に分散したヤオ族にとって自民族の文
化資源であることの認知を広め、次世代への
継承に寄与することに繫がったと考える。継
承の危機にある儀礼と儀礼文献・文書を収集
記録保存することは、ヤオ族の社会にとどま
らず人類文化の保存継承の観点からもその
意義は大きいといえる。 

成果8 2015 年 2 月～3 月にかけ神奈川大
学プロジェクト研究所主催講座“アジアに生
きる少数民族の文化を知る”を KU ポートス
クエアで開講し、広く一般に向け成果の公開

を図った。 
成果9 2012年度～2014年度に 17回国内

で研究会を開催したほか、2012 年 8 月中国
湖南省長沙市で国際シンポジウム『第二回国
際瑶族伝統文化研討会』を開き成果を公開す
るとともにヤオ族の儀礼研究を進める重要
性について認知を広めた。 
成果 10 ヤオ族の儀礼に関連する文献は、

日本では南山大学またドイツのバイエルン
州立図書館、イギリスのオックスフォード大
学ボードリアン図書館、オランダ国立民族学
博物館、ドイツのハイデルベルク大学中国学
研究所、オランダのライデン大学、ワシント
ンの米国議会図書館をはじめとする各国の
研究施設にバラバラに保管されており、諸機
関との連携を図り、データを公開することで
国際的な研究者間での活用が可能になり学
術的な研究交流が促進される。すでに南山大
学、バイエルン州立大学図書館、ボードリア
ン図書館で研究交流が実現した。 
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